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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内部に導入され、該被検体の情報を取得する被検体内導入装置と、前記被検体外
部に配置され、前記被検体内導入装置との間で無線通信を行う通信装置とを備えた無線型
被検体内情報取得システムであって、
　前記通信装置は、
　前記被検体内導入装置内部で駆動電力に変換される給電用信号を含む無線信号を送信す
る送信手段と、
　送信された前記無線信号の一部を受信し、前記給電用信号の一部を回収する回収手段と
、
　回収された前記給電用信号に基づいて得られる電力を前記通信装置に還元する電力還元
手段と、
　を備えたことを特徴とする無線型被検体内情報取得システム。
【請求項２】
　前記送信手段は、送信用コイルを備え、
　前記回収手段は、前記送信用コイルによって生じる磁界の少なくとも一部を内部に包含
するよう形成された電力回収用コイルを備えたことを特徴とする請求項１に記載の無線型
被検体内情報取得システム。
【請求項３】
　前記通信装置は、前記送信手段に電力を供給する電力源を備え、
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　前記電力還元手段は、
　前記回収手段で回収された給電用信号から電力を再生する電力再生手段と、
　再生された電力の電圧を前記電力源の電圧と等しい値に変化させる電圧調整手段と、
　を備え、前記電力還元手段は、前記電圧調整手段によって電圧値を調整された電力を前
記電力源に還元することを特徴とする請求項１または２に記載の無線型被検体内情報取得
システム。
【請求項４】
　前記通信装置は、
　前記被検体内導入装置から送信される無線信号の受信状況を検出する受信レベル検出手
段と、
　前記受信レベル検出手段で得られた受信状況を表示する受信レベル表示手段と、
　をさらに備え、
　前記電力還元手段は、前記受信レベル表示手段に対して電力を還元することを特徴とす
る請求項１～３のいずれか一つに記載の無線型被検体内情報取得システム。
【請求項５】
　前記受信レベル表示手段は、供給される電力に応じた輝度の光を発光する発光手段を備
え、
　前記電力還元手段は、前記受信レベル表示手段に対して、受信レベルに応じた強度の電
力を還元することを特徴とする請求項４に記載の無線型被検体内情報取得システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体内部に導入され、該被検体の情報を取得する被検体内導入装置と、前
記被検体外部に配置され、前記被検体内導入装置との間で無線通信を行う通信装置とを備
えた無線型被検体内情報取得システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野においては、飲込み型のカプセル型内視鏡が登場している。このカ
プセル型内視鏡には、撮像機能と無線通信機能とが設けられている。カプセル型内視鏡は
、観察（検査）のために被検体の口から飲込まれた後、自然排出されるまでの間、体腔内
、例えば胃、小腸などの臓器の内部をその蠕動運動に従って移動し、順次撮像する機能を
有する。
【０００３】
　体腔内を移動する間、カプセル型内視鏡によって体内で撮像された画像データは、順次
無線通信により外部に送信され、メモリに蓄積される。無線通信機能とメモリ機能とを備
えた受信機を携帯することにより、被検体は、カプセル型内視鏡を飲み込んだ後、排出さ
れるまでの間に渡って、自由に行動できる。カプセル型内視鏡が排出された後、医者もし
くは看護士においては、メモリに蓄積された画像データに基づいて臓器の画像をディスプ
レイに表示させて診断を行うことができる。
【０００４】
　かかるカプセル型内視鏡は、内蔵した電力供給源から駆動電力を得る構成としても良い
が、近年、カプセル型内視鏡に対して外部に設けた送信用アンテナから無線送信を介して
駆動電力を供給する構成が注目されている。このように、外部から電力を供給する構成と
することによって、カプセル型内視鏡が体腔内を移動する途中で、意図せず電力が消費し
尽くされて駆動が停止するといった状況を回避することが可能である（例えば、特許文献
１参照。）。
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－２３１１８６号公報（第３頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　しかしながら、無線通信を介して給電用信号をカプセル型内視鏡に供給する従来のカプ
セル型内視鏡システムでは、電力の利用効率が低いという課題を有する。以下、かかる課
題について説明する。
【０００７】
　上記のように、カプセル型内視鏡は、被検体の体腔内を食道から大腸まで移動しつつ体
腔内の撮像や、画像データの送信等の動作を行う構成を有する。カプセル型内視鏡の体腔
内の位置を正確に把握することは困難であることから、確実な電力供給を行うためには、
外部から体腔内の広い領域に対して無線送信を行う必要がある。
【０００８】
　また、送信アンテナは、カプセル型内視鏡の駆動に十分な強度の無線送信を行う必要が
ある。特に、カプセル型内視鏡は、被検体が飲み込むことが可能な程度に小型化する必要
があることから内蔵される受信アンテナも小型化されており、受信感度は高くない。従っ
て、無線送信によってカプセル型内視鏡の駆動電力を供給するためには、高い強度の無線
信号を送信する必要がある。
【０００９】
　以上のことから、無線送信を介してカプセル型内視鏡に電力供給を行う従来の無線型被
検体内情報取得システムでは、カプセル型内視鏡に内蔵される受信アンテナの大きさに対
して広い範囲に渡って高強度の無線信号を送信する必要がある。しかしながら、カプセル
型内視鏡に内蔵された受信アンテナによって受信されるのはその一部にすぎず、また、こ
のような無線信号を送信する外部装置の駆動にも大きな電力を必要とするにも関わらず、
大部分の無線信号は電力として活用されないことから、無線送信を介して電力供給を行う
場合、電力利用効率の低さが課題となっていた。
【００１０】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、給電用信号を含む無線信号を有効活用
する無線型被検体内情報取得システムを実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１にかかる無線型被検体内情報
取得システムは、被検体内部に導入され、該被検体の情報を取得する被検体内導入装置と
、前記被検体外部に配置され、前記被検体内導入装置との間で無線通信を行う通信装置と
を備えた無線型被検体内情報取得システムであって、前記通信装置は、前記被検体内導入
装置内部で駆動電力に変換される給電用信号を含む無線信号を送信する送信手段と、送信
された前記無線信号の一部を受信し、前記給電用信号の一部を回収する回収手段と、回収
された前記給電用信号に基づいて得られる電力を前記通信装置に還元する電力還元手段と
を備えたことを特徴とする。
【００１２】
　この請求項１の発明によれば、無線信号を受信して給電用信号の一部を回収する回収手
段を備えることとしたため、被検体内導入装置によって受信されなかった無線信号に含ま
れる給電用信号を回収し、電力として再利用することが可能となる。
【００１３】
　また、請求項２にかかる無線型被検体内情報取得システムは、前記送信手段は、送信用
コイルを備え、前記回収手段は、前記送信用コイルによって生じる磁界の少なくとも一部
を内部に包含するよう形成された電力回収用コイルを備えたことを特徴とする。
【００１４】
　この請求項２の発明によれば、回収手段は、送信手段が備える送信用コイルから生じる
磁界の一部を内部に包含する電力回収用コイルを備えることとしたため、被検体内導入装
置によって受信されなかった無線信号に含まれる給電用信号を回収し、電力として再利用
することが可能となる。
【００１５】
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　また、請求項３にかかる無線型被検体内情報取得システムは、上記の発明において、前
記通信装置は、前記送信手段に電力を供給する電力源を備え、前記電力還元手段は、前記
回収手段で回収された給電用信号から電力を再生する電力再生手段と、再生された電力の
電圧を前記電力源の電圧と等しい値に変化させる電圧調整手段とを備え、前記電力還元手
段は、前記電圧調整手段によって電圧値を調整された電力を前記電力源に還元することを
特徴とする。
【００１６】
　また、請求項４にかかる無線型被検体内情報取得システムは、上記の発明において、前
記通信装置は、前記被検体内導入装置から送信される無線信号の受信状況を検出する受信
レベル検出手段と、前記受信レベル検出手段で得られた受信状況を表示する受信レベル表
示手段とをさらに備え、前記電力還元手段は、前記受信レベル表示手段に対して電力を還
元することを特徴とする。
【００１７】
　また、請求項５にかかる無線型被検体内情報取得システムは、上記の発明において、前
記受信レベル表示手段は、供給される電力に応じた輝度の光を発光する発光手段を備え、
前記電力還元手段は、前記受信レベル表示手段に対して、受信レベルに応じた強度の電力
を還元することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明にかかる無線型被検体内情報取得システムは、無線信号を受信して給電用信号の
一部を回収する回収手段を備えることとしたため、被検体内導入装置によって受信されな
かった無線信号に含まれる給電用信号を回収して電力として再利用でき、電力利用効率を
向上させることが可能となる効果を奏する。
【００１９】
　また、本発明にかかる無線型被検体内情報取得システムは、回収手段は、送信手段が備
える送信用コイルから生じる磁界の一部を内部に包含する電力回収用コイルを備えること
としたため、送信手段から送信される無線信号を効率的に回収できると共に、送信用コイ
ルから生じる無線信号が外部に漏出してしまうことを抑制できるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、この発明を実施するための最良の形態である無線型被検体内情報取得システムに
ついて説明する。なお、図面は模式的なものであり、各部分の厚みと幅との関係、それぞ
れの部分の厚みの比率などは現実のものとは異なることに留意すべきであり、図面の相互
間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれていることはもちろんである
。また、以下の実施の形態では、体腔内画像を撮像するカプセル型内視鏡システムを例と
したものについて説明を行うが、被検体内情報が体腔内画像に限定されるのではないこと
はもちろんである。
【００２１】
　図１は、使用時における無線型被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図であ
る。図１に示すように、無線型被検体内情報取得システムは、被検体１の体内に導入され
、無線信号を受信する目的の共振回路を備えたカプセル型内視鏡２と、カプセル型内視鏡
２に対して無線送受信を行う通信装置としての送受信装置３と、送受信装置３が受信した
データに基づいて体腔内画像を表示する表示装置４と、送受信装置３と表示装置４との間
のデータ受け渡しを行うための携帯型記録媒体５とを備える。送受信装置３は、送信する
無線信号の生成および受信した無線信号の処理等を行う外部装置３ａと、送受信用のアン
テナ等を内蔵した送受信ジャケット３ｂとを備える。
【００２２】
　表示装置４は、カプセル型内視鏡２によって撮像された体腔内画像を表示するためのも
のであり、携帯型記録媒体５によって得られるデータに基づいて画像表示を行うワークス
テーション等のような構成を有する。具体的には、表示装置４は、ＣＲＴディスプレイ、
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液晶ディスプレイ等によって直接画像を表示する構成としても良いし、プリンタ等のよう
に、他の媒体に画像を出力する構成としても良い。
【００２３】
　携帯型記録媒体５は、外部装置３ａおよび表示装置４に対して着脱可能であって、両者
に対する挿着時に情報の出力または記録が可能な構造を有する。具体的には、携帯型記録
媒体５は、カプセル型内視鏡２が被検体１の体腔内を移動している間は外部装置３ａに挿
着されてカプセル型内視鏡２から送信されるデータを記録する。そして、カプセル型内視
鏡が被検体１から排出された後、つまり被検体１の内部の撮像が終わった後には、外部装
置３ａから取り出されて表示装置４に挿着され、表示装置４によって記録したデータを読
み出される構成を有する。外部装置３ａと表示装置４との間のデータの受け渡しをコンパ
クトフラッシュ（登録商標）メモリ等の携帯型記録媒体５によって行うことで、外部装置
３ａと表示装置４との間が有線接続された場合と異なり、被検体１が体腔内の撮影中に自
由に動作することが可能となる。
【００２４】
　カプセル型内視鏡２は、被検体１の体腔内に導入され、体腔内画像を撮像し、取得した
画像を無線送信する機能を有すると共に、駆動電力確保等の目的のため送受信ジャケット
２ａからの給電用信号等を受信するためのものである。図２は、カプセル型内視鏡２の構
成を模式的に示すブロック図である。
【００２５】
　カプセル型内視鏡２は、図２に示すように、被検体１の被検部位を照明する照明光を発
光する発光素子としてのＬＥＤ１１と、ＬＥＤ１１を駆動するためのＬＥＤ駆動信号を送
出するＬＥＤ駆動回路１２と、ＬＥＤ１１からの照明光が被検部位において反射すること
で得られる被検体像を撮像するＣＣＤ１３とを備える。また、カプセル型内視鏡２は、Ｃ
ＣＤ１３を駆動するためのＣＣＤ駆動回路１４と、ＣＣＤ１３から出力された撮像信号を
変調してＲＦ信号とするＲＦ送信ユニット１５と、このＲＦ送信ユニット１５から出力さ
れたＲＦ信号を無線送信するための送信用アンテナとしての送信アンテナ部１６とを備え
る。
【００２６】
　これらの機構を備えることにより、カプセル型内視鏡２は、被検体１内に導入されてい
る間、ＬＥＤ１１によって照明された被検部位の画像情報をＣＣＤ１３によって取得する
。そして、取得された画像情報は、ＲＦ送信ユニット１５によってＲＦ信号に変換された
後、送信アンテナ部１６を介して外部に対する無線送信が行われる。
【００２７】
　また、カプセル型内視鏡２は、送受信装置３から送られてきた無線信号を受信する受信
アンテナ部１７と、この受信アンテナ部１７で受信した信号から給電用信号を分離する分
離回路１８と、この給電用信号から電力を再生する電力再生回路１９とを備える。さらに
、カプセル型内視鏡２は、再生された電力を昇圧する昇圧回路２１と、昇圧された電力を
蓄積する蓄電器２２とを備える。また、カプセル型内視鏡３は、分離回路１８で給電用信
号と分離された信号からコントロール情報信号の内容を検出し、必要に応じてＬＥＤ駆動
回路１２、ＣＣＤ駆動回路１４およびシステムコントロール回路２３に対して制御信号を
出力するコントロール情報検出回路２４を備える。
【００２８】
　これらの機構を備えることにより、カプセル型内視鏡２は、まず、送受信装置３から送
られてきた無線信号を受信アンテナ部１７において受信し、分離回路１８によって無線信
号から給電用信号およびコントロール情報信号を分離する。コントロール情報信号は、コ
ントロール情報検出回路２４を経てＬＥＤ駆動回路１２、ＣＣＤ駆動回路１４およびシス
テムコントロール回路２３に出力され、ＬＥＤ１１、ＣＣＤ１３およびＲＦ送信ユニット
１５の駆動状態の制御に使用される。一方、給電用信号は、電力再生回路１９によって電
力として再生され、再生された電力は昇圧回路２１によって電圧を蓄電器２２の電圧にま
で昇圧された後、蓄電器２２に蓄積される。そして、蓄電器２２は、システムコントロー
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ル回路２３その他の構成要素に対して電力を供給する。このように、カプセル型内視鏡２
は、送受信装置３からの無線送信によって電力を供給される構成を有する。
【００２９】
　次に、送受信装置３について説明する。送受信装置３は、カプセル型内視鏡２から送信
される無線信号を受信すると共に、カプセル型内視鏡２に対して、駆動電力に変換される
給電用信号と、駆動制御に用いられるコントロール情報信号とを重畳して送信する機能を
有する。また、送受信装置３は、送信した無線信号のうち、カプセル型内視鏡２によって
受信されなかったものについて回収する回収手段を備え、回収した無線信号から電力を再
生して送受信装置の駆動に用いる機能を有している。
【００３０】
　送受信装置３の具体的構成について説明する。図３は、送受信装置３の全体構成を示す
ブロック図である。既に述べたように送受信装置３は、外部装置３ａと、送受信ジャケッ
ト３ｂとによって形成されており、以下では外部装置３ａの構成について説明した後、送
受信ジャケット３ｂの構成の説明を行う。
【００３１】
　外部装置３ａは、カプセル型内視鏡２に対して送信する無線信号の生成と、カプセル型
内視鏡２から受信した無線信号に対する処理と、送信した無線信号のうち、カプセル型内
視鏡２によって受信されなかったものの少なくとも一部の回収を行うためのものである。
【００３２】
　外部装置３ａは、図４に示すように、後述する受信アンテナ部２６で受信した無線信号
に対して所定の信号処理を行い、カプセル型内視鏡で撮像された体腔内の画像データとし
て出力するＲＦ受信ユニット２９と、出力された画像データに対して所定の画像処理を行
う画像処理ユニット３０と、画像処理が施された画像データを記憶するための記憶ユニッ
ト３１とを備える。なお、記憶ユニット３１を介して携帯型記録媒体５に画像処理が施さ
れた画像データが記録される。
【００３３】
　また、外部装置３ａは、カプセル型内視鏡２に対して送信する信号を生成する機構も有
する。具体的には、カプセル型内視鏡２内の機構の駆動制御を行うコントロール情報信号
を入力するコントロール情報入力ユニット３３と、送信する無線信号の発振周波数を規定
する発振器３２と、コントロール情報信号と発振周波数とを合成する重畳回路３４と、重
畳回路３４で合成された信号を増幅する増幅回路３５とを備える。増幅回路３５は、後述
する送信アンテナ部２７に接続されており、送信アンテナ部２７から無線信号が送信され
る。
【００３４】
　さらに、外部装置３ａは、後述する送信アンテナ部２７から送信された無線信号の一部
を回収し、回収した無線信号から電力を再生して送受信装置３の駆動電力として還元する
機構を有する。具体的には、外部装置３ａは、後述する回収アンテナ部２８で受信された
無線信号から給電用信号を抽出する給電用信号抽出回路３６と、抽出した給電用信号から
電力を再生する電力再生回路３７と、再生した電力の電圧を調整して、調整後の電力を電
力供給ユニット３９に還元する電圧調整回路３８とを備える。すなわち、給電用信号抽出
回路３６、電力再生回路３７および電圧調整回路３８は、電力還元手段として機能する。
【００３５】
　次に、送受信ジャケット３ｂについて説明する。送受信ジャケット３ｂは、カプセル型
内視鏡２が被検体１内部に導入されている間、被検体１によって着用されるものであって
、カプセル型内視鏡２との間で無線通信を行うと共に、余剰の無線信号を回収するための
ものである。
【００３６】
　図３に示すように、送受信ジャケット３ｂは、カプセル型内視鏡２から送信される無線
信号を受信し、ＲＦ受信ユニット２９に出力するための受信アンテナ部２６と、カプセル
型内視鏡２に対して給電用信号を含む無線信号を送信するための送信アンテナ部２７と、
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送信アンテナ部２７から送信された無線信号の一部を受信し、給電用信号抽出回路３６に
出力するための回収アンテナ部２８とを備える。
【００３７】
　図４は、送受信ジャケット３ｂの具体的構成を示す模式図である。具体的には、送受信
ジャケット３ｂは、図４に示すように、被検体１が着用可能な形状のジャケット２５と、
ジャケット２５に内蔵され、受信アンテナ部２６を構成する受信用コイル２６ａと、送信
アンテナ部２７を構成すると、送信アンテナ部２７から送信される無線信号の一部を回収
する回収アンテナ部２８とを備える。
【００３８】
　受信アンテナ部２６は、カプセル型内視鏡２から送信された無線信号を受信するための
ものである。受信アンテナ部２６を構成する受信用コイル２６ａは、渦巻き形状のコイル
によって形成されており、図４に示すようにジャケット２５中に複数設けられる構成とし
ても良い。
【００３９】
　送信アンテナ部２７は、カプセル型内視鏡２に対して、カプセル型内視鏡２の駆動電力
に変換される給電用信号を含む無線信号を送信するためのものである。カプセル型内視鏡
２は被検体１内を移動しつつ駆動する構成を有するため、送信アンテナ部２７は、広い範
囲に渡って高強度の無線信号を送信可能な構成を有する。具体的には、送信アンテナ部２
７は、例えば図４に示すようにジャケット２５が被検体１に着用された際に被検体１を内
部に含むよう形成された送信用コイル２７ａを備えた構造を有する。
【００４０】
　回収アンテナ部２８は、送信アンテナ部２７から送信された無線信号のうち、カプセル
型内視鏡２で受信されたものを除く一部について回収し、無線信号の被検体１の外部への
漏出を抑制するためのものである。具体的には、回収アンテナ部２８は、送信アンテナ部
２７から送信された無線信号による磁界の少なくとも一部が内部を通過するよう構成され
た電力回収用コイル２８ａを備えた構成を有する。
【００４１】
　既に説明したように、カプセル型内視鏡２は被検体１内部に導入された後、再び排出す
るまで体腔内の広い範囲に渡って移動しつつ撮像動作および無線送信動作を行う構成を有
する。従って、送受信装置３は、送信アンテナ部２７を介してカプセル型内視鏡２の移動
範囲全体に対して給電用信号を含む無線信号を送信する必要がある。一方で、カプセル型
内視鏡２は体腔内を移動するために小型に設計されており、カプセル型内視鏡２に備わる
受信アンテナ部１７の受信感度が低い値とならざるを得ない。従って、送受信装置３側か
ら送信された無線信号の大部分はカプセル型内視鏡２に受信されず、電力の利用効率が低
かった。
【００４２】
　そして、被検体１内の情報を取得するためにはカプセル型内視鏡２の移動範囲を狭める
ことは好ましくなく、また、被検体１内にスムーズに導入するためには、カプセル型内視
鏡２を大型化することも好ましくない。従って、電力の供給効率の低減を抑制する目的で
カプセル型内視鏡２の構成等を改良することは望めない。
【００４３】
　このため、本実施の形態では、送受信装置３側に改良を施すことによって電力の供給効
率の低減を抑制している。具体的には、送受信装置３は、新たに回収アンテナ部２８を備
え、回収アンテナ部２８によって、カプセル型内視鏡２で受信されなかった無線信号を回
収している。そして、回収した無線信号から再生した電力を電力供給ユニット３９に対し
て還元し、還元された電力は、送受信装置３の構成要素の駆動電力として再利用される。
【００４４】
　上記のように、送受信装置３は無線信号を、カプセル型内視鏡２の受信アンテナ部の大
きさに対して比較的広範囲に渡って送信する必要があるため、カプセル型内視鏡２に対す
る電力供給効率そのものの低下の抑制は困難である。このため、本実施の形態では、カプ



(8) JP 4398193 B2 2010.1.13

10

20

30

40

50

セル型内視鏡２に対して送信されたにも関わらず受信されなかった無線信号を送受信装置
３が再び回収・再利用を行う構成とすることで、システム全体としての電力利用効率を高
めている。
【００４５】
　また、本実施の形態では、送受信装置３がカプセル型内視鏡２内で駆動電力に変換され
る給電用信号を含む高エネルギーの無線信号を送信する構成を有する。
【００４６】
　そこで、本実施の形態では、電力回収用コイル２８ａが送信用コイル２７ａを内部に包
含するように配置されており、送信用コイル２７ａから送信される無線信号の余剰分を即
座に回収できる。かかる構造を採用することにより、より効率的な電力回収が可能となる
ばかりでなく、電力回収用コイル２８ａは、無線信号に対して遮蔽効果を奏することがで
きる。これにより、システム全体としての電力利用効率をより一層高めることができる。
【００４７】
（変形例１）
　次に、実施の形態にかかる無線型被検体内情報取得システムの変形例１について説明す
る。回収した無線信号から抽出した電力の利用態様としては、電力供給ユニット３９に戻
す場合に限定する必要はなく、様々な利用態様が可能であり、本変形例１では、回収した
電力を利用して、ＬＥＤ等の発光素子を発光させる構成を有する。
【００４８】
　無線型被検体内情報取得システムにおいて、カプセル型内視鏡と送受信装置との間の無
線通信の状態を把握することは重要である。これは、カプセル型内視鏡から送信される無
線信号について、送受信装置における受信状況が悪化した場合には、送受信装置は被検体
１内部の画像データ等の被検体内情報を取得することが困難となるためである。
【００４９】
　そのため、本変形例１では、受信状況の良否を表示する受信レベル表示部を新たに配置
し、この受信レベル表示部に対して、回収した電力を駆動電力として供給する構成を有す
る。図５は、本変形例１にかかる無線型被検体内情報取得システムを構成する送受信装置
４１の構成を示すブロック図である。図５に示すように、送受信装置４１は、外部装置４
１ａおよび送受信ジャケット４１ｂを有する。そして、外部装置４１ａは、受信レベルを
検出する受信レベル検出回路４２と、受信レベル検出回路４２の検出結果に基づいて供給
電力値を制御する供給電力制御回路４３と、検出結果を表示する受信レベル表示部４４と
を備える。
【００５０】
　変形例１における外部装置４１ａの動作について説明する。変形例１では、実施の形態
と同様に回収アンテナ部２８で回収した無線信号に基づいて給電用信号抽出回路３６、電
力再生回路３７および電圧調整回路３８を経由して所定の電圧値を備えた電力が再生され
る。そして、電圧調整回路３８で電圧調整を施された電力は、変形例１では電力供給ユニ
ット３９に出力されるのではなく、供給電力制御回路４３に出力される。一方、受信レベ
ル検出回路４２は、ＲＦ受信ユニット２９で得られた信号の強度を検出すると共に、検出
結果を供給電力制御回路４３に出力する。従って、供給電力制御回路４３は、再生された
電力と受信レベルとが入力される構成を有し、これらの情報に基づいて受信レベルの表示
に必要な情報を受信レベル表示部４４に出力する。例えば、受信レベル表示部４４が発光
ダイオード等の発光素子によって形成される場合には、供給電力制御回路４３は、受信レ
ベルに応じた値を有する電力を受信レベル表示部４４に対して出力する。
【００５１】
　以上の構成を有することで、カプセル型内視鏡２から出力される無線信号の出力変動ま
たは無線信号に対する送受信装置４１側の受信感度の変動を視認する事が可能となる。な
お、本変形例１では、回収アンテナ部２８で受信された無線信号に基づき再生された電力
を受信レベル表示部４４の駆動電力に用いる構成としたが、受信レベル検出回路４２、供
給電力制御回路４３等の駆動電力にも用いる構成としても良い。さらに、受信レベル検出



(9) JP 4398193 B2 2010.1.13

10

20

30

40

50

回路４２は受信した無線信号の強度に基づいて受信レベルを検出することから、ＲＦ受信
ユニット２９を経由せずに受信アンテナ部２６から直接無線信号を入力する構成としても
良い。さらに、無線信号の出力変動等を検出するためには、送受信装置４１側で受信され
る無線信号の強度の相対的変動を検出できれば可能であることから、受信アンテナ部２６
のように画像データの抽出が十分可能な程度の感度を有する必要はない。従って、受信ア
ンテナ部２６とは別に、簡易な受信アンテナ機構を設け、かかる受信アンテナ機構によっ
て受信された無線信号を受信レベル検出回路４２に出力する構成としても良い。また、受
信レベル表示部４４を送受信ジャケット４１ｂ上に設けることとしても良い。
【００５２】
（変形例２）
　次に、実施の形態にかかる無線型被検体内情報取得システムの変形例２について説明す
る。変形例２では、送受信ジャケットに新たにファンを設け、かかるファンの駆動電力と
して回収アンテナ部２８で回収した無線信号を再生した電力を利用する構成を有する。
【００５３】
　実施の形態でも述べたように、被検体１は、カプセル型内視鏡２が体内に導入された後
、再び体外に排出されるまで送受信ジャケットを着用する必要がある。かかる着用ジャケ
ットは受信アンテナ部等必要なアンテナ機構を備えた構造を有し、重量が増大するほか、
アンテナ機構の保護機能等を果たす構造を有することから、通常の衣類と比較して、例え
ば通気性に劣る等の問題を有する。このため、送受信ジャケットを着用している間に渡っ
て被検体１は不快感を感じる可能性もある。
【００５４】
　従って、本変形例２では送受信ジャケット中に蓄積される暖気をジャケット外部に排出
するためのファン構造を備え、被検体１が送受信ジャケットを着用中に感ずる不快感を低
減する構成を有する。具体的構成としては、変形例２における送受信ジャケットは、実施
の形態および変形例１と同様に回収アンテナ部２８で無線信号を受信し、給電用信号抽出
回路３６、電力再生回路３７および電圧調整回路３８によって電力を再生した後、再生し
た電力をファンの駆動電力として用いる構成を有する。
【００５５】
　かかる構成を有することで、変形例２にかかる無線型被検体内情取得システムは、使用
時における被検体１の不快感を低減することが可能となる。このため、変形例２にかかる
無線型被検体内情報取得システムでは、被検体１が受信用ジャケットを着用することによ
って感じる可能性のある不快感を抑制することができる。
【００５６】
　なお、変形例１および変形例２は、それぞれ実施の形態で説明した回収アンテナ部２８
等の電力再生機構によって得られた電力の利用態様の一例を示すものであって、再生され
た電力の利用態様としては、実施の形態および変形例１、２に示すものに限定する必要は
ない。また、実施の形態、変形例１、２のように再生電力の利用態様をあらかじめ定める
のではなく、オプションとして送受信装置に付属させる装置に対して汎用的に電力を供給
する構成としても良い。
【００５７】
　以上、実施の形態および変形例１、２を用いて本発明を説明してきたが、本発明は上記
のものに限定されず、当業者であれば様々な実施例、変形例および応用例に想到すること
が可能である。例えば、実施の形態１および実施の形態２では、カプセル型内視鏡がＬＥ
Ｄ、ＣＣＤ等を備えることによって被検体１内部の画像を撮像する構成としている。しか
しながら、被検体内に導入される被検体内導入装置は、かかる構成に限定されるものでは
なく、たとえば温度情報やｐＨ情報などの他の被検体内情報を取得するものとしても良い
。また、被検体内導入装置が振動子を備える構成として、被検体１内の超音波画像を取得
する構成としても良い。さらに、これらの被検体内情報の中から複数の情報を取得する構
成としても良い。
【００５８】
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　また、送信アンテナ部２７から出力される無線信号としては、必ずしもコントロール情
報信号と給電用信号とを重畳する必要はなく、少なくとも給電用信号を含む構成であれば
よい。また、給電用信号と、コントロール情報信号以外の信号とを重畳して送信する構成
としても良い。
【００５９】
　さらに、回収アンテナ部２８の構成について、必ずしも図４に示す構成に限定して解釈
する必要はない。本発明の第１の目的としてはあくまで余剰電力の回収であることから、
かかる目的を達する観点からは電力回収用コイル２８ａ以外の構成を採用しても良い。こ
のことは送信アンテナ部２７に備わる送信用コイル２７ａについても同様であり、送信機
能を果たすことが可能であればコイル以外の構造を用いることとしても良い。また、受信
用コイル２６ａについても、受信機能を果たせるものであれば送信用コイル２７ａ、電力
回収用コイル２８ａと同様の構造としても良いし、他の構造としても良い。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】実施の形態にかかる無線型被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図で
ある。
【図２】無線型被検体内情報取得システムを構成するカプセル型内視鏡の構成を示すブロ
ック図である。
【図３】無線型被検体内情報取得システムを構成する送受信装置の構成を示すブロック図
である。
【図４】送受信装置を構成する送受信ジャケットの具体的構成を示す模式図である。
【図５】変形例１にかかる無線型被検体内情報取得システムを構成する送受信装置の構成
を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００６１】
　１　　　被検体
　２　　　カプセル型内視鏡
　２ａ　　送受信ジャケット
　３　　　送受信装置
　３ａ　　外部装置
　３ｂ　　送受信ジャケット
　４　　　表示装置
　５　　　携帯型記録媒体
　１１　　ＬＥＤ
　１２　　ＬＥＤ駆動回路
　１３　　ＣＣＤ
　１４　　ＣＣＤ駆動回路
　１５　　ＲＦ送信ユニット
　１６　　送信アンテナ部
　１７　　受信アンテナ部
　１８　　分離回路
　１９　　電力再生回路
　２１　　昇圧回路
　２２　　蓄電器
　２３　　システムコントロール回路
　２４　　コントロール情報検出回路
　２５　　ジャケット
　２６　　受信アンテナ部
　２６ａ　受信用コイル
　２７　　送信アンテナ部
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　２７ａ　送信用コイル
　２８　　回収アンテナ部
　２８ａ　電力回収用コイル
　２９　　受信ユニット
　３０　　画像処理ユニット
　３１　　記憶ユニット
　３２　　発振器
　３３　　コントロール情報入力ユニット
　３４　　重畳回路
　３５　　増幅回路
　３６　　給電用信号抽出回路
　３７　　電力再生回路
　３８　　電圧調整回路
　３９　　電力供給ユニット
　４１　　送受信装置
　４１ａ　外部装置
　４１ｂ　送受信ジャケット
　４２　　受信レベル検出回路
　４３　　供給電力制御回路
　４４　　受信レベル表示部

【図１】 【図２】
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